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１０月２６日に学年別学校保健委員会を行いました。 

３年生は、東海警察署 生活安全課の下嶋さんに薬物乱用の怖さについて教えていただきました。 

 

 

★困った時には 

「おうちの人や先生など信頼出来る大人に相談してください」 

 

★周りの大人に相談すると「誘ってきた友達を裏切ることになる」と思うかもしれませんが、 

  誰にも言わず、友達の薬物乱用を止めないことの方が「悪いこと」です。 

  相談することで自分も友達も救うことになります。 

  深刻な状況になる前に、すみやかに相談しましょう。 

 

★今日、みなさんにいちばん伝えたいことは 

「万が一誘われた時は、断わること。その勇気を  

もつこと」です。 

 

★薬物乱用、ダメなものはダメです。 

  はっきりと断わってください。  

  断わることは、決して恥ずかしいことではありません。 

 

★最後に自分を守れるのは、自分しかありません。 

令和５年１１月２日    ３年生 

上野中学校 ほけんだより 



 

 ＜感想＞ 

〇 改めて薬物の怖さがわかった。また、薬局などで売っている薬も使用量を守らないと薬物乱用になってし

まうことも知った。だから、薬を飲むときは説明書をよく見て飲もうと思った。断れない性格をしているから断

れるようにしようと思った。 

〇 今日の話を聞いて、薬物乱用は自分には関係がないと思っていたけれど、もっと考えなければいけないと

思った。薬物乱用とは「薬をたくさん使う」ということではなく、ルールを破って１回でも薬を使えば乱用にな

るということを知った。自分や周りの人を守るために正しい知識をもって正しい判断ができるようにしたい。 

〇 小学生のころから何度も話されていることなので、それだけドラッグに手を染める人が多くいて、とてつも

ない危険性を秘めているのだと再度認識できた。もし、ドラッグの使用を誘われたとしても絶対に使わない

ということを意識したい。 

〇 「大麻に害がない」とか「タバコよりまし」というものはないし、少しでも使うと依存していしまうし、さらなる

刺激を欲してしまい、ゲートウェイドラッグを引き起こしてしまうということを知った。また、それによって人生を

台無しにしてしまうことも知った。 

〇 話を聞いて、薬物の恐ろしさについて詳しく知ることができた。そして「１回だけなら大丈夫」や「勉強に集

中できる」などの誘いに乗らずに、しっかりと断ることができるようにしたいと思った。自分の身は自分で守

っていきたい。 

〇 とにかく一番大事なのは「断る勇気」ということを学びました。普通にお店で売っている薬でも使い方を間

違えると薬物乱用につながることを知って驚きました。絶対に薬物はしないと決心しました。 

〇 危険な薬物は、友達やインターネットなど簡単に手に入ってしまう場所があることが怖いと思った。また、薬

物乱用を続けた女性の写真を見て、薬物は本当に怖いものだと改めて思った。薬物を勧められても断る勇

気をもって生活していきたい。 

〇 乱用の中でも未成年は、酒やタバコを飲んだりするのも乱用に入るのだと知った。誘われないことが一番

だけど、誘われたら断ってやめさせることができるようになりたいと思った。 

〇 お話を聞いて薬物が身近にあるものだと知り驚きました。「知ることは自分を守る」ことになると学びまし

た。これから今よりも多くの人と関わる機会があると思いますが、自分の行動に責任をもって過ごしていき

たいです。自分も周りの人も笑顔でいられるように薬物乱用の危険を多くの人に知ってもらえるように家族

と一緒に考えていきたいです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

「正しい知識」と「自分の意

思をハッキリ伝えること」の大

切さは、「薬物」以外に、人間

関係にも通じることです。 

迷ったら、一人で抱え込まな

いで、信頼できる人に話してみ

よう。 


